
専門医制度規則 
（目的） 
第 01 条 一般社団法人日本温泉気候物理医学会（以下学会）専
門医制度は温泉・気候・物理医学について一定以上の臨床試験
と研究業績をもつ医師を, 学会が温泉療法専門医と認定し, 
温泉・気候物理医学の水準の向上を図り, もって国民保健に
寄与することを目的とする.  
（義務） 
第 02 条 温泉療法専門医は温泉・気候・物理医学を通じ国民の
疾病治療・予防, 健康保持・増進を図るとともに, 温泉・気
候・物理医学とその療法の進歩と発展のために尽力しなけれ
ばならない.  
（認定） 
第 03 条 温泉療法専門医は学会会員である医師のうちから学
会が公募し, 審査・試験の上認定する.  
（1）温泉療法専門医の申請は認定申請書, 履歴書, 研修証明 
書, 業績集に審査・認定料を添えて学会事務局に提出する.  

（2）認定は認定委員会の審査・試験を経て, 学会理事長が温 
泉療法専門医証を交付し, 学会の専門医名簿に登録するこ 
とによって行われる.  

（3）温泉療法専門医証の有効期限は 5 年間とする. 認定の更 
新については別に定める.  

（認定委員会） 
第 04 条 認定業務を行うため, 委員会内規に基づき, 認定委
員会を置く.  
（1）認定委員会は毎年 1 回認定試験を実施する.  
（2）前項を除き, その他認定委員会に関する事項は, 委員会 
内規による.  

（認定基準） 
第 05 条 温泉療法専門医の認定を受けるためには, 以下の条
件をすべて満たさなければならない.  
（1）日本国の医師免許証を有し, 医師として人格及び見識を 
備えていること.  

（2）申請時において引き続き 5年以上学会の会員であること.  
（3）2 年以上学会の温泉療法医であること.  
（4）研修指定施設（別に定める）で 2 年以上温泉療法専門医 
の指導の下に研修していること.  

（5）以下の, ①, ②, ③の 1項目以上を満たすこと. ①温 
泉・気候・物理医学に関する学会発表抄録又は論文を 1 編以 
上提出する, ②学会が実施する調査研究事業等に参加の履 
歴を提出する, ③温泉・気候・物理医学に関する症例報告を 
提出する（10 例の症例報告. 3 例は詳細報告, 7 例は診断名 
のみ {書式自由}）.  

（6）学会が実施する認定試験に合格すること.  
（7）学会が実施する倫理講習または専門医共通講習における 
医療倫理講習を受講していること. 

（認定の更新） 
第 06 条 温泉療法専門医の資格を更新するためには, 以下の
条件をすべて満たさなければならない.  
（1）申請時において引き続き 5年以上学会の会員であること.  
（2）更新申請の直前 5 年前に研修単位数を 20 単位以上取得 
していること（研修単位数は別に定める）.  
ただし 70 歳の誕生日以降に 1 回更新した後は, 学会員 
である限り終身認定とし, その後の更新は必要としない.  

（3）定められた更新料を納付すること.  
（認定の取消） 
第 07 条 温泉療法専門医が退会その他条件に欠けることが生
じた場合, または温泉療法専門医としてふさわしくない行為
があった場合, 理事長は認定委員会の議を経て認定を取り消
すことができる. 取消は温泉療法専門医名簿の記載を抹消し, 
学会誌に公示することにより行う.  
（付則） 
第 08 条 この制度は一般社団法人日本温泉気候物理医学会設
立の日から施行する.  
第 09 条 この制度の改正は理事会の決議により, 評議員会に
諮り, 社員総会に報告する.  
 
1）専門医制度規則施行細則 
（研修証明の基準） 
  温泉療法専門医の条件として「研修指定施設（別に定める）
で 2 年以上温泉療法専門医の指導の下に研修していること」
とあるが, 研修指定施設数が不十分であることや温泉 
療法専門医が地理的に偏在していることなどから, 下記の条

件を設ける.  
1 温泉療法専門医の指導の下に 2年以上診療に従事している 
こと. （温泉療法専門医による証明：書式自由） 

2 温泉・気候・物理療法のいずれかが可能な施設で 2 年以上 
診療に従事していること. （施設責任者による証明：書式自 
由） 

3 学会制定のカリキュラムに沿って学習していること.  
（自己申告：書式自由） 
 上記のうち, 2 つ以上を満たすこと.  
 
（研修単位） 
 総単位数 20 単位のうち, 10 単位以上は学会の企画した下
記（1）により取得しなければならない.  
 
（1）学会年次学術集会出席            5 単位 
   学会年次学術集会 筆頭発表者         3 単位 
            共同発表者         1 単位 
   学会雑誌論文掲載 筆頭著者          4 単位 
           共同著者          1 単位 

学会温泉療法医教育研修会受講       10 単位 
   学会温泉療法医地区研修会出席        4 単位 
   学会温泉療法医地区研修会 筆頭発表者    2 単位 
                共同発表者    1 単位 
   学会温泉療法医会総会出席          1 単位 
    学会が実施する倫理講習または専門医 

共通講習における医療倫理講習受講      1 単位 
   学会温泉療法医会が実施する調査研究事業 

への参加に対してはその都度研修単位数を 
定める                  別記 

 （2）日本温泉科学会年次学術集会出席      2 単位 
     日本医学会総会出席            2 単位 
     その他関連学会年次学術集会出席      1 単位 
  （日本医学会分科会, 日本生気象学会） 
   温泉気候物理医学関係国際学会出席        1 単位                            
   温泉気候物理医学に関連する教育研修会受講  1 単位                         
   *日本医学会分科会は日本医学会ホームページを参照 
 
 2）教育研修施設認定基準 
  研修施設は, 原則として, 下記項目に該当する施設の中
から認定委員会の議を経て理事長が認定する.  
 1. 温泉・気候・物理療法を行い得る施設であること.  
 2. 次の設備の 2 つ以上を有すること.  
（1）温泉治療施設 
（2）気候療法施設 
（3）物理療法施設 
（4）機能訓練施設 
 
   温泉治療, 気候療法に関しては, 治療, 療法の指示が 

できる体制が整備されていれば可とする.  
   温泉治療・気候療法を実施する施設との連携を明記する.  
 3. 温泉・気候・物理医学関係図書及び雑誌を備えているこ 

と.  
 4. 温泉療法専門医が勤務していること.  
 
研修指定施設 
○医療法人楽山会大湯リハビリ温泉病院 
○栃木県医師会塩原温泉病院 
○公益社団法人群馬医師会群馬リハビリテーション病院 
○前橋温泉クリニック 
○医療法人大誠会内田病院 
○特定医療法人社団勝木会やわたメディカルセンター 
○医療法人社団さっさきテルマエディサービスセンター 
○医療法人尾張温泉かにえ病院 
○医療法人社団主体会小山田記念温泉病院 
○公益財団法人白浜医療福祉財団白浜はまゆう病院 
○医療法人甲風会有馬温泉病院 
○医療法人社団友紘会皆生温泉病院 
○公益社団法人鳥取県中部医師会立三朝温泉病院 
○医療法人生山会斎木病院 
○医療法人社団仁泉会畑病院 
○鹿児島大学病院 


